学会抄録 by 関谷,仁彦
-380ー 千 葉 医 学 A 雑 第29巻7>も
誌 一
品
守圃
ι A 
~ 抄録 
第 301 回千葉医学会例会連~b演説要旨(その 4)
第 6回中山外科教室集談会 口高
く昭和 27年 12月25日 
1) 食道癌根j台手術前後の尿中アミノ酸変化
(ベE パ四クロマトグラフ使聞による〉
関谷仁 彦
ベ F ノ，~クロJマトグラフは最近臨床においで各方
面に感に応用されつ Lあるが，当教室に於ける食道
癌根治手術患者の術前術後尿中に排世せられる各種
アミノ酸の変化をペーパークロマトグラフにより検
出弔問ミ知見を得たので鼓に報告ナ否。
術前に於ける食遺癌患者の尿巾アミノi捜検出。結
果その主なるものはグリシシが大多数で， その他ア
ラニン・セリシ・ルアミノ酪酸であり，アミノ酸数
は 1~3 で平均1.8 であります。とれを対称症例と比
較しでみ主ナと肝疾患 4~6 卒均 4.9，其の他のもの
では 1~3平均 2.2 で肝疾患でアミノ酸代謝異常ある
ものはアミノ酸数の帯加がみらる。
次に食道癌根治手術伎の尿中アミノi現数の変化は
術後第 1 日にはアミノ駿数 1~4平均 2.7 で大多数例
にその噌加がみられ，更に術後10日目になると金例
に噌加がみられ各アミノ酸数は 2~4 平均 3.3 で、あ
-50 
退院時検査成績では各症例のアミノ i現数は 1~3
で平均 2.1であって術前に近〈減少しで居る。以土
の尿中アミノ酸数の変化と血清総蛋白濃度の変化と
を比較すると，尿中アミノi現数帯加と血清総蛋白濃
度の減少とはほぼ平行的に変化しでみられ，退院時
には両者とも術前に近(.扶復しで底る。とれより術
後に於けるアミノ酸数の噌加は一過性低蛋白血症の
結果貯臓蛋白の分解により尿中に遊離されるためと
思はれ主ナ。
以上結論としで食遺癌根治手術前後の尿中アミノ
酸数変化は術後 10日目位;迄主噌加ずるが退院時には
再び
よふ、ととがわかヲた。
2) アドレナリン4時間試験について
ヲも青木 
1) 人間に於ける流血中の好酸性球数は 1mm3
於附属病院屋階大講堂〉
中200ケ前後が多〈鴎息患者及び慢性炎症患者に於
では噌加している。その他の疾患にほ特長を認めな
かった。 
2) Adrenalin 4時間試験成積によれば約32%
の陽牲卒を示した。陽性を示した症例は相当主主行し
ている癌，及び、潰蕩疾患の穿孔症例，鴫息，脊髄腫
第，癒摘，その他陣臓壊死，腸結核問歌性腺行，肥
大症で、あった。穿孔及び壊死の症例は穿孔或は壊死
という症状が危険刺戟とたつですでに下垂体副腎皮
質機能の元主主を示し改めて Adrenalinを注射しで
も，その余刺戟能カが減退していでそれ以上の好酸
性球数の減少が著明に現れ難いものと考えられ癌患
者に陽性者を認必るととは，癌毒のため副腎皮質が
おかされているとも考えられる。崎息，間歌性敏行
が陽性を示したととは頚腺正副腎皮質機能とを結び
考えられて面白い事実である。とれが肥大症と共に 
ACTH或は Cortisoneで或る程度の効果を期待出
来る。ととを裏書きしている。
脊髄腫蕩，癒剰が著明な陽性を示したととは再び
下垂体副腎皮質系機能と中枢神経系とを結び考えな
ければならない。
め本試験主好機能との関係は肝機能検査陽性者
に本試験陽性症例が多しその減少度の減弱がlJf機
能悪性皮に比例しているのは，副腎皮質機能が糖f¥;
謝と密たる関係を有ナる点より考えでも当然である
う。 
4) 術後流血中の好酸性球数は 4時間自に最も減
少し以後快復に向い H.Selyeの報ずる如く 3day 
Eosinophi1ieの型を示ナものが多いが，その快復は
手術の大いき或は予後合併症の有無に左右される。
開胸によ-5食道 l質門切除衡の多くがの 3 d.ay Eo-
sinophi1ie型をとらないのに勝牌合併切除を行った
症例が 3day Eosinophilieの型をとるととは，と
の症例の方が前者に比して術後良好な経過をとる症
例が多い点と考え合ぜて面白い。大手術に於て'快復
の遅れると云うととは葡萄糖注射や，その他の薬品
を用うる日数が長いと云うととも考慮に入れるべき
